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前 

川 

知 

里   

はは
じじ
めめ
にに  

本
稿
で
は
、
成
田
山
書
道
美
術
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
松
井
如
流
宛
の
熊
谷
恒
子
の
書
簡
を
確

認
す
る
１

。 

 

熊
谷
恒
子
（
一
八
九
三―

一
九
八
六
）
は
京
都
出
身
の
昭
和
期
を
代
表
す
る
女
流
仮
名
作
家
で

あ
る
。 

 

恒
子
は
明
治
二
十
六
年
に
生
ま
れ
た
。
生
家
の
江
馬
家
は
京
都
の
名
家
で
あ
り
、
美
濃
大
垣
藩

主
侍
医
の
江
馬
家
の
分
家
に
あ
た
る
。
恒
子
の
祖
父
で
あ
る
江
馬
天
江
は
医
者
と
し
て
の
み
な
ら

ず
、
漢
詩
人
や
書
家
と
し
て
も
著
名
な
人
物
で
あ
り
、
私
塾
立
命
館
の
初
代
塾
長
を
務
め
た
こ
と

で
も
知
ら
れ
る
。
天
江
は
京
都
に
お
い
て
神
山
鳳
陽
や
谷
如
意
、
頼
支
峯
、
富
岡
鉄
斎
、
山
中
信

天
翁
ら
多
く
の
文
人
と
交
わ
り
、
彼
ら
と
の
合
作
も
多
く
遺
る
。
恒
子
の
父
で
あ
る
章
太
郎
も
ま

た
医
者
の
傍
ら
に
書
や
漢
詩
を
能
く
し
、
母
の
信
子
も
和
歌
や
書
を
好
む
人
物
で
あ
っ
た
。
こ
う

し
た
家
系
に
生
ま
れ
た
恒
子
が
書
に
親
し
む
こ
と
に
な
っ
た
の
は
必
然
で
あ
る
と
も
い
え
よ
う
。 

 

大
正
三
年
、
恒
子
は
熊
谷
幸
四
郎
と
結
婚
す
る
。
熊
谷
幸
四
郎
は
香
や
筆
墨
を
扱
う
鳩
居
堂
を

営
む
熊
谷
家
の
人
物
で
あ
る
。
鳩
居
堂
は
頼
山
陽
や
貫
名
菘
翁
ら
と
交
流
が
あ
っ
た
こ
と
で
も
知

ら
れ
、
ま
た
京
都
博
覧
会
創
設
に
も
関
わ
っ
て
い
る
よ
う
に
、
全
国
的
に
も
書
道
用
品
の
老
舗
と

し
て
著
名
で
あ
っ
た
。
恒
子
が
結
婚
し
た
年
、
鳩
居
堂
は
東
京
支
店
を
構
え
る
こ
と
と
な
り
、
幸

四
郎
が
そ
の
支
配
人
に
任
命
さ
れ
、
二
人
は
東
京
へ
移
り
住
む
こ
と
と
な
る
。
以
降
、
恒
子
の
活

動
拠
点
は
東
京
へ
と
移
行
す
る
。 

 

恒
子
が
書
家
を
志
す
よ
う
に
な
っ
た
背
景
に
は
子
ど
も
の
存
在
が
あ
る
。
長
男
で
あ
る
欽
吾
の

書
の
稽
古
に
附
き
添
っ
た
こ
と
を
契
機
と
し
て
恒
子
は
書
家
と
な
っ
た
。
当
初
は
欽
吾
の
師
で
あ

っ
た
川
北
桜
嶼
に
師
事
し
た
も
の
の
、
仮
名
を
学
び
た
い
と
思
い
立
ち
、
尾
上
柴
舟
の
門
を
敲
く
。

そ
の
後
、
仮
名
の
原
型
で
あ
る
漢
字
を
学
び
た
い
と
い
う
考
え
か
ら
、
岡
山
高
蔭
に
師
事
す
る
。

書
家
と
し
て
の
恒
子
の
名
を
一
躍
有
名
に
し
た
の
は
、
昭
和
八
年
の
泰
東
書
道
院
展
で
の
受
賞
で

あ
る
。
こ
の
と
き
恒
子
は
仮
名
の
最
高
峰
で
あ
る
東
京
日
日
・
大
阪
毎
日
新
聞
社
賞
（
東
日
大
毎

賞
）
を
受
賞
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
書
家
と
し
て
名
を
馳
せ
る
こ
と
と
な
っ
た
恒
子
だ
が
、

昭
和
十
三
年
、
緑
内
障
で
右
目
を
失
明
す
る
。
様
々
な
面
で
不
自
由
を
強
い
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ

た
が
、
幸
四
郎
の
支
え
に
よ
っ
て
こ
れ
を
乗
り
越
え
る
。 

昭
和
十
年
代
後
半
、
戦
争
が
激
し
く
な
る
と
、
恒
子
は
娘
と
と
も
に
北
軽
井
沢
の
別
荘
へ
と
疎

開
す
る
。
戦
後
は
馬
込
の
自
宅
が
被
災
し
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
そ
こ
を
拠
点
と
し
て
日
本
書

道
美
術
院
を
は
じ
め
、
戦
後
書
壇
の
枠
組
み
の
中
に
他
の
書
家
た
ち
と
同
様
に
参
画
し
て
い
く
。

主
に
毎
日
書
道
展
、
現
代
書
道
二
十
人
展
、
日
書
展
な
ど
に
出
品
し
、
作
家
活
動
を
展
開
し
て
い

る
。
ま
た
恒
子
は
昭
和
三
十
一
年
に
大
東
文
化
大
学
の
講
師
に
就
任
し
、
そ
の
後
四
十
二
年
に
教

授
に
昇
っ
て
い
る
。
加
え
て
、
昭
和
四
十
年
に
当
時
の
皇
太
子
妃
美
智
子
殿
下
へ
の
書
道
進
講
の

役
目
を
命
じ
ら
れ
、
四
十
二
年
に
勲
五
等
宝
冠
章
を
受
章
、
五
十
五
年
に
勲
四
等
宝
冠
章
を
受
章

し
て
い
る
よ
う
に
、
昭
和
六
十
一
年
に
逝
去
す
る
ま
で
昭
和
期
を
代
表
す
る
女
流
仮
名
作
家
と
し

て
華
々
し
く
活
躍
し
た
。 

成
田
山
書
道
美
術
館
に
は
松
井
家
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
如
流
宛
の
書
簡
が
多
数
所
蔵
さ
れ
て
い 

る
が
２

、
本
稿
で
は
こ
れ
ら
の
書
簡
中
、
熊
谷
恒
子
の
書
簡
を
紹
介
す
る
。
如
流
宛
の
恒
子
書
簡
は

成
田
山
書
道
美
術
館
に
計
十
通
所
蔵
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
う
ち
四
通
が
葉
書
で
、
六
通
が
封
書

で
あ
る
。
こ
の
十
通
の
概
要
に
つ
い
て
は
表
Ⅰ
を
参
照
さ
れ
た
い
。
本
稿
で
は
こ
れ
ら
の
書
簡
の

−147−



 

 
 

図
版
及
び
概
要
を
紹
介
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
如
流
と
恒
子
の
親
交
の
一
端
を
確
認
し
た
い
。 

 

【
表
Ⅰ
】 

                

松松
井井
如如
流流
宛宛
熊熊
谷谷
恒恒
子子
書書
簡簡  

本
章
で
は
、
表
Ⅰ
の
資
料
番
号
１
か
ら
８
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。
以
下
、
凡
例
を
示
す
。 

【
凡
例
】 

 

・
翻
刻
の
改
行
は
原
則
と
し
て
原
文
に
従
い
行
っ
て
い
る
。 

 

・
翻
刻
の
漢
字
の
表
記
は
原
文
に
従
っ
て
い
る
。 

 

・
翻
刻
の
句
読
点
は
原
文
に
従
い
表
記
し
て
い
る
。 

 

・
追
加
や
文
字
の
転
倒
な
ど
は
記
号
に
従
っ
て
本
来
の
位
置
に
配
し
て
い
る
。 

 

・
各
資
料
は
次
に
掲
げ
る
項
目
を
こ
の
順
に
示
し
て
い
る
。 

葉葉
書書  

[

資
料
番
号]

 

表
Ⅰ
の
通
し
番
号 

[

裏
面
図
版] 

[

表
面
図
版]

 

書
信
が
表
面
に
あ
る
場
合
に
の
み
図
版
を
掲
載
し
た 

[

消
印] 

[

種
類]

 

墨
書
か
ペ
ン
書
か
を
示
し
た 

[

裏
面
翻
刻] 

[

表
面
翻
刻] 

[

補
考]

 

内
容
に
つ
い
て
の
補
考
等 

 
 

封封
書書  

[

資
料
番
号]

 

表
Ⅰ
の
通
し
番
号 

[

図
版] 

[

消
印] 

[

種
類]

 

墨
書
か
ペ
ン
書
か
を
示
し
た 

[

翻
刻] 

[

封
筒
表
面
翻
刻] 

[

封
筒
裏
面
翻
刻] 

[

補
考]

 

内
容
に
つ
い
て
の
補
考
等 

   

     

松松井井如如流流宛宛熊熊谷谷恒恒子子書書簡簡一一覧覧  

番号 消印 種類 

1 昭和 18 年 6 月 7 日 葉書 

2 昭和 18 年 12 月 19 日 封書 

3 不明 封書 

4 不明 封書 

5 昭和 22 年 1 月 28 日 葉書 

6 昭和 23 年 3 月 20 日 葉書 

7 昭和 23 年 9 月 1 日 葉書 

8 不明 封書 

9 不明 封書 

10 昭和 44 年 2 月 21 日 封書 

 

 
 

[

資
料
番
号]

 

１ 

 [

裏
面
図
版] 

 

 [

消
印]

 

昭
和
十
八
年
六
月
七
日 

 [

種
類]

 

墨
書 

 [

裏
面
翻
刻] 

御
葉
書
あ
り
か
た
く
拝
見
仕
候
其
後 

ま
こ
と
に
御
無
沙
汰
申
上
候
若
海 

様
其
後
の
御
経
過
御
よ
ろ
し
き
由 

御
同
悦
申
上
候
い
つ
れ
近
き
中
に 

一
度
御
見
舞
に
上
り
度
と
存
し
居
候 

昨
日
志
賀
先
生
御
宅
に
御
集
り
遊 

は
さ
れ
候
や
私
事
乍
残
念
失
礼 

又
の
機
會
を
た
の
し
み
居
候
先
は
右 

御
返
し
の
み 

か
し
こ 

 [

表
面
翻
刻] 

豊
島
区
駒
込
一
ノ
一
五
九 

松
井
如
流
先
生 

 
 
 
 

御
も
と
に 

  
 
 

六
月
七
日 

 
 
 
 

大
森
馬
込
西
一
ノ
一
五
一
三 

 
 
 
 

熊
谷
恒 

 [

補
考] 

 

こ
こ
に
登
場
す
る
「
若
海
様
」
と
は
若
海
方
舟
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
若
海
方
舟
は
戦
前
、
三
楽

書
道
会
を
主
宰
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
。
書
面
中
に
「
其
後
の
御
経
過
御
よ
ろ
し
き
由
」
と
あ
る

こ
と
か
ら
、
こ
の
頃
体
調
を
崩
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。
方
舟
が
昭
和
二
十

年
五
月
十
八
日
に
如
流
に
宛
て
た
書
簡
の
中
で
「
肝
臓
の
痛
み
」
が
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
言
及
し

て
い
る
が
、
あ
る
い
は
こ
の
頃
か
ら
こ
う
し
た
不
調
に
見
舞
わ
れ
て
い
た
の
か
も
知
れ
な
い
。 

 

恒
子
は
昭
和
八
年
に
泰
東
書
道
院
に
出
品
し
た
「
土
佐
日
記
」
で
東
日
大
毎
賞
を
受
賞
し
て
い

る
よ
う
に
、
戦
前
か
ら
書
道
展
に
出
品
し
、
活
躍
し
て
い
る
。
如
流
は
、
戦
前
は
東
方
書
道
院
に

所
属
し
て
お
り
、
方
舟
と
は
異
な
る
書
道
団
体
に
身
を
置
い
て
い
た
が
、
両
者
の
間
に
は
そ
の
枠

組
み
を
越
え
た
交
流
が
あ
っ
た
こ
と
が
こ
こ
か
ら
わ
か
る
。 
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[
資
料
番
号]

 

１ 

 [

裏
面
図
版] 

 

 [

消
印]

 

昭
和
十
八
年
六
月
七
日 

 [

種
類]

 

墨
書 

 [

裏
面
翻
刻] 

御
葉
書
あ
り
か
た
く
拝
見
仕
候
其
後 

ま
こ
と
に
御
無
沙
汰
申
上
候
若
海 

様
其
後
の
御
経
過
御
よ
ろ
し
き
由 

御
同
悦
申
上
候
い
つ
れ
近
き
中
に 

一
度
御
見
舞
に
上
り
度
と
存
し
居
候 

昨
日
志
賀
先
生
御
宅
に
御
集
り
遊 

は
さ
れ
候
や
私
事
乍
残
念
失
礼 

又
の
機
會
を
た
の
し
み
居
候
先
は
右 

御
返
し
の
み 

か
し
こ 

 [

表
面
翻
刻] 

豊
島
区
駒
込
一
ノ
一
五
九 

松
井
如
流
先
生 

 
 
 
 

御
も
と
に 

  
 
 

六
月
七
日 

 
 
 
 

大
森
馬
込
西
一
ノ
一
五
一
三 

 
 
 
 

熊
谷
恒 

 [

補
考] 

 

こ
こ
に
登
場
す
る
「
若
海
様
」
と
は
若
海
方
舟
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
若
海
方
舟
は
戦
前
、
三
楽

書
道
会
を
主
宰
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
。
書
面
中
に
「
其
後
の
御
経
過
御
よ
ろ
し
き
由
」
と
あ
る

こ
と
か
ら
、
こ
の
頃
体
調
を
崩
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。
方
舟
が
昭
和
二
十

年
五
月
十
八
日
に
如
流
に
宛
て
た
書
簡
の
中
で
「
肝
臓
の
痛
み
」
が
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
言
及
し

て
い
る
が
、
あ
る
い
は
こ
の
頃
か
ら
こ
う
し
た
不
調
に
見
舞
わ
れ
て
い
た
の
か
も
知
れ
な
い
。 

 

恒
子
は
昭
和
八
年
に
泰
東
書
道
院
に
出
品
し
た
「
土
佐
日
記
」
で
東
日
大
毎
賞
を
受
賞
し
て
い

る
よ
う
に
、
戦
前
か
ら
書
道
展
に
出
品
し
、
活
躍
し
て
い
る
。
如
流
は
、
戦
前
は
東
方
書
道
院
に

所
属
し
て
お
り
、
方
舟
と
は
異
な
る
書
道
団
体
に
身
を
置
い
て
い
た
が
、
両
者
の
間
に
は
そ
の
枠

組
み
を
越
え
た
交
流
が
あ
っ
た
こ
と
が
こ
こ
か
ら
わ
か
る
。 
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[
資
料
番
号]

 

２ 

 [

図
版] 

 

 

 [

消
印]

 
昭
和
十
八
年
十
二
月
十
九
日 

 [

種
類]

 

墨
書 

 

 

 
 

[

翻
刻] 

日
々
お
し
つ
ま
り
心
忙
か
し
く
存
し
上
候 

過
日
は
御
葉
書
あ
り
か
た
く
存
し
上
候 

承
れ
は
御
病
気
の
由
其
後
如
何 

い
ら
せ
ら
れ
候
哉
心
に
か
ゝ
り
つ
ゝ
も 

御
た
つ
ね
も
申
上
け
す
失
礼
申
上
候 

御
寒
の
を
り
か
ら
御
大
切
に
い
の
り
上
候 

さ
て
若
海
様
の
事
に
つ
き
て 

い
ろ
ゝ
ゝ
御
手
数
様
あ
り
か
た
く 

存
し
上
候
御
仰
せ
の
通
り
金
参
拾 

円
内
山
様
へ
早
速
お
く
り
置
候 

ま
ゝ
佐
様
御
承
知
遊
は
さ
れ
度 

何
か
と
御
手
数
様
に
て
恐
入
候 

二
カ
月
前
よ
り
女
中
無
く
候
ま
こ
と
に 

雑
用
に
一
日
を
お
く
り
困
入
候 

竹
雲
会
の
作
品
も
此
分
で
は 

一
寸
気
分
お
ち
つ
か
す
お
ぼ 

つ
か
な
き
様
に
存
し
居
候
来
春 

早
々
に
も
女
中
一
人
ぜ
ひ 

目
つ
け
た
く
と
存
し
居
候
御
心
あ
た
り
も 

御
座
候
は
ゝ
又
御
世
話
願
上
度 

御
願
申
上
候
御
寒
さ
き
ひ
し
き 

折
か
ら
御
身
御
大
切
に
い
の
り
上
候 

乍
末
御
奥
様
に
も
よ
ろ
し
く 

御
つ
た
へ
遊
ば
さ
れ
度
先
は
右
走
筆 

 
 
 
 
 
 
 
 

な
か
ら
御
返
事 

の
み 

 
 
 
 
 
 
 
 

申
上
候 

 
 
 
 
 
 
 
 

か
し
こ 

松
井
先
生 

 
 
 

恒 

 
 
 
 

侍
史 

 [

封
筒
表
面
翻
刻] 

豊
島
区
駒
込
一
ノ
一
五
九 

松
井
如
流
先
生 

 
 
 
 

侍
史 

 [

封
筒
裏
面
翻
刻] 

十
二
月
十
九
日 

大
森
馬
込
西
一
ノ
一
五
一
三 

 
 
 
 

熊
谷
恒
子 

 [

補
考] 

 

昭
和
十
九
年
一
月
頃
、
松
井
如
流
は
『
書
之
友
』
誌
上
に
お
い
て
「
十
一
月
末
か
ら
二
週
間
ば

か
り
風
邪
の
床
に
つ
い
た
私
は
近
頃
に
無
い
久
し
い
病
氣
を
し
た
も
の
で
あ
る
」
と
記
し
て
い
る

が
、
こ
の
様
子
が
熊
谷
恒
子
に
も
伝
わ
っ
て
い
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。「
承
れ
は
御
病
気
の
由
其

後
如
何
い
ら
せ
ら
れ
候
哉
」
と
体
調
を
気
に
か
け
て
い
る
。 

 

「
内
山
様
」
と
は
内
山
雨
海
の
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
文
中
、
恒
子
は
二
カ
月
前
か
ら
女
中
が
居

ら
ず
、
苦
労
し
て
い
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
が
、
お
そ
ら
く
戦
争
の
影
響
も
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

如
流
に
対
し
て
心
当
た
り
が
あ
れ
ば
紹
介
し
て
ほ
し
い
と
頼
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
如
流
と
恒
子

が
親
し
い
間
柄
に
あ
っ
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。 

 

竹
雲
会
に
つ
い
て
は
現
在
特
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
比
田
井
小
琴
が
昭
和
十
九
年
十
月

−150−



 

 
 

[
翻
刻] 

日
々
お
し
つ
ま
り
心
忙
か
し
く
存
し
上
候 

過
日
は
御
葉
書
あ
り
か
た
く
存
し
上
候 

承
れ
は
御
病
気
の
由
其
後
如
何 

い
ら
せ
ら
れ
候
哉
心
に
か
ゝ
り
つ
ゝ
も 

御
た
つ
ね
も
申
上
け
す
失
礼
申
上
候 

御
寒
の
を
り
か
ら
御
大
切
に
い
の
り
上
候 

さ
て
若
海
様
の
事
に
つ
き
て 

い
ろ
ゝ
ゝ
御
手
数
様
あ
り
か
た
く 

存
し
上
候
御
仰
せ
の
通
り
金
参
拾 

円
内
山
様
へ
早
速
お
く
り
置
候 

ま
ゝ
佐
様
御
承
知
遊
は
さ
れ
度 

何
か
と
御
手
数
様
に
て
恐
入
候 

二
カ
月
前
よ
り
女
中
無
く
候
ま
こ
と
に 

雑
用
に
一
日
を
お
く
り
困
入
候 

竹
雲
会
の
作
品
も
此
分
で
は 

一
寸
気
分
お
ち
つ
か
す
お
ぼ 

つ
か
な
き
様
に
存
し
居
候
来
春 

早
々
に
も
女
中
一
人
ぜ
ひ 

目
つ
け
た
く
と
存
し
居
候
御
心
あ
た
り
も 

御
座
候
は
ゝ
又
御
世
話
願
上
度 

御
願
申
上
候
御
寒
さ
き
ひ
し
き 

折
か
ら
御
身
御
大
切
に
い
の
り
上
候 

乍
末
御
奥
様
に
も
よ
ろ
し
く 

御
つ
た
へ
遊
ば
さ
れ
度
先
は
右
走
筆 

 
 
 
 
 
 
 
 

な
か
ら
御
返
事 

の
み 

 
 
 
 
 
 
 
 

申
上
候 

 
 
 
 
 
 
 
 

か
し
こ 

松
井
先
生 

 
 
 

恒 

 
 
 
 

侍
史 

 [

封
筒
表
面
翻
刻] 

豊
島
区
駒
込
一
ノ
一
五
九 

松
井
如
流
先
生 

 
 
 
 

侍
史 

 [

封
筒
裏
面
翻
刻] 

十
二
月
十
九
日 

大
森
馬
込
西
一
ノ
一
五
一
三 

 
 
 
 

熊
谷
恒
子 

 [

補
考] 

 

昭
和
十
九
年
一
月
頃
、
松
井
如
流
は
『
書
之
友
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の
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に
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は
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に
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で
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記
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熊
谷
恒
子
に
も
伝
わ
っ
て
い
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。「
承
れ
は
御
病
気
の
由
其

後
如
何
い
ら
せ
ら
れ
候
哉
」
と
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は
内
山
雨
海
の
こ
と
で
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。
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中
、
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は
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前
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中
が
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ず
、
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し
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る
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と
を
述
べ
て
い
る
が
、
お
そ
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く
戦
争
の
影
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も
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た
の
で
あ
ろ
う
。

如
流
に
対
し
て
心
当
た
り
が
あ
れ
ば
紹
介
し
て
ほ
し
い
と
頼
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
如
流
と
恒
子

が
親
し
い
間
柄
に
あ
っ
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。 

 

竹
雲
会
に
つ
い
て
は
現
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す
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こ
と
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で
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が
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比
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二
日
に
如
流
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宛
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書
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に
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御
催
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ば
し
候
と
て

御
ま
ね
き
い
た
だ
き
あ
り
が
た
く
御
礼
申
上
候
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と
述
べ
て
い
る
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と
か
ら
、
手
習
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の
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、

展
覧
会
を
開
催
す
る
団
体
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
恒
子
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京
都
で
鳩
居
堂
主
人
と
結
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し
、
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京
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店
を
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え
る
た
め
に
上
京
し
て
い
る
が
、
竹
雲
会
が
鳩
居
堂
に
お
い
て
展
覧
会

を
開
催
し
て
い
る
の
も
ま
た
恒
子
の
意
志
に
よ
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
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申
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居
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御
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候
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御
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た
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候
い
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〵
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ぶ
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御
事 
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々
御
察
し
申
居
候
お
寺
に
て
も
の
静
か
に
日
々
を
御
過
し 

 

 
 

遊
し
其
地
に
も
只
今
は
ほ
と
ゝ
き
す
カ
ツ
コ
が 

な
き
居
候
由
御
歌
に
詩
に
又
書
に
読
書
に
日
々
を 

御
過
し
遊
し
て
暫
く
は
御
心
身
を
御
や
す
め 

遊
ば
さ
れ
た
く
他
の
人
々
と
異
り
て
盤
な
る 

御
天
性
此
際
御
幸
福
の
事
と
御
察
し
申
居
候 

新
紙
に
て
拝
見
御
地
に
も
時
々
B

２９
通
過
の 

由
も
と
よ
り
御
住
居
の
方
は
平
静
と
存
し
候
へ
共 

御
た
つ
ね
申
上
候
た
ゝ
今
は
い
つ
こ
の
土
地
と
い
へ
共 

安
心
な
る
と
こ
ろ
は
無
之
野
中
山
中
の
一 

軒
屋
に
て
も
油
断
出
来
さ
る
今
日
に
て
候
ま
ゝ 

御
用
心
遊
は
さ
れ
度
候
法
帖
其
他
の
御
大
事
な 

お
し
な
す
で
に
御
疎
開
に
て
御
無
事
な
り
し 

事
此
上
な
き
御
幸
福
に
御
座
候
私
の
も
こ
の
地
に 

参
り
て
空
襲
の
心
配
は
ま
ぬ
か
れ
申
候
へ
共 

食
料
事
情
お
も
し
ろ
か
ら
す
な
れ
ぬ
腰
つ
き
に
て 

畑
を
い
た
し
居
候
こ
と
し
は
気
侯
不
順
に
て 

高
原
と
は
申
せ
ま
こ
と
に
朝
夕
冷
々
し
く
火
鉢 

恋
し
き
心
地
い
た
し
候
此
冬
の
事
只
今
よ
り 

案
じ
居
候
何
卒
御
身
お
大
事
に
お
元
気
に 

御
過
し
遊
は
さ
れ
度
乍
末
御
奥
様
に
も
よ
ろ
し
く 

御
傳
へ
遊
は
さ
れ
度
先
は
右
御
見
舞
ま
て
申
上
候 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

か
し
こ 

松
井
如
流
先
生 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

恒
子 

 
 
 
 

侍
史 

 [

封
筒
表
面
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秋
田
縣
平
鹿
郡
横
手
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羽
黒
上
丁 

 

桃
雲
寺
方 

松
井
如
流
先
生 
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封
簡
裏
面
翻
刻] 

七
月
二
十
一
日 

群
馬
県
北
軽
井
沢 

大
学
邨 

 
 

熊
谷
恒
子 

 [

補
考] 

 

消
印
は
見
え
な
い
が
、
そ
の
内
容
か
ら
戦
時
中
の
書
簡
と
推
定
さ
れ
る
。
恒
子
は
戦
渦
の
激

し
く
な
っ
て
き
た
昭
和
二
十
年
に
北
軽
井
沢
へ
疎
開
し
、
そ
こ
で
終
戦
を
迎
え
て
い
る
が
、
こ

の
書
簡
の
差
出
人
住
所
が
北
軽
井
沢
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
昭
和
二
十
年
の
も
の
と
特
定

さ
れ
る
。 

 

如
流
も
恒
子
と
同
様
に
関
東
を
離
れ
、
地
元
の
秋
田
の
桃
雲
寺
へ
疎
開
し
、
そ
こ
で
互
い
の

近
況
を
報
告
し
て
い
る
。
こ
の
時
期
、
昭
和
十
八
年
に
組
織
さ
れ
た
大
日
本
書
道
報
国
会
の
活

動
も
下
火
に
な
り
、
多
く
の
書
家
が
地
方
へ
疎
開
し
て
い
た
。
恒
子
や
如
流
も
例
外
で
は
な
く
、

戦
渦
を
免
れ
ん
と
疎
開
し
、
そ
こ
で
各
々
活
動
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
如
流
は
書
学
者
と
し

て
も
名
高
く
、
ま
た
、
戦
後
に
刊
行
さ
れ
た
『
書
跡
名
品
叢
刊
』
に
は
如
流
の
所
有
す
る
拓
本

が
多
く
掲
載
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
拓
本
の
蒐
集
家
と
し
て
も
著
名
で
あ
る
。
書
簡
中
に
「
法

帖
其
他
の
御
大
事
な
お
し
な
す
で
に
御
疎
開
に
て
御
無
事
な
り
し
事
此
上
な
き
御
幸
福
に
御
座

候
」
と
恒
子
が
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
如
流
は
学
書
の
た
め
の
法
帖
類
も
携
え
て
疎
開
し
て

い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
よ
う
に
、
戦
前
か
ら
如
流
は
真
摯
な
姿
勢
で
書
の
研
究
に
取
り
組

ん
で
い
た
の
で
あ
る
。 
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久
々
御
手
紙
あ
り
か
た
く
存
し
上
候 

お
元
気
に
て
何
よ
り
と
御
よ
ろ
こ
ひ
申
上
候 

い
よ
ゝ
ゝ
御
上
京
に
て
御
勤
務 

先
も
定
ま
り
御
め
て
た
く
存
し
上
候 

御
ち
の
閑
静
な
る
御
生
活
に 

御
心
身
も
御
静
養
に
な
り
し
こ
と
ゝ 

御
察
し
申
居
候
書
道
界
も
そ
ろ
ゝ
ゝ 

動
き
出
し
候
様
子
に
て
ま
づ 

結
構
な
る
こ
と
ゝ
存
し
候 

竹
雲
会
の
皆
々
様
の
御
消
息 

存
し
不
申
候
へ
共
御
元
気
の
こ
と
ゝ 

存
し
居
候
鈴
木
先
生
三
月
頃
の 

お
た
よ
り
に
て
は
勤
務
先
御
多
忙 

に
て
い
つ
こ
に
も
御
無
沙
汰
に 

な
り
が
ち
と
の
御
事
に
て
御
元
気 

ら
し
く
御
見
う
け
申
候
埼
玉
縣 

に
御
寄
寓
に
て
は
東
京
の
方
に 

御
出
向
き
は
何
か
と
御
不
自
由
の
御
事
と 

存
し
上
候
へ
共
御
寸
暇
も
御
座
候
は
ゝ 

一
度
大
森
へ
も
御
こ
し
遊
は
さ 

れ
た
く
御
付
入
候
御
か
け
様
に
て 

宅
は
焼
け
残
り
候
事
は
ま
こ
と
に 

幸
福
な
り
し
こ
と
ゝ
よ
ろ
こ
ひ
居
候 

鈴
木
先
生
も
上
池
上
に
て
あ
ま
り 

遠
か
ら
す
候
ま
ゝ
も
し
御
出
む
き 

の
節
は
お
打
合
せ
い
た
し
て 

鈴
木
先
生
に
も
御
こ
し
願 

は
る
れ
は
都
合
よ
ろ
し
く
と
考
へ
居
候 

二
三
日
前
店
へ
御
立
よ
り
下
さ
れ
候
由 

主
人
申
し
居
候
其
せ
つ
ま
こ
と
に 

御
元
気
な
り
し
事
と
承
り 

よ
ろ
こ
ひ
居
候
ひ
し
事
に
御
座
候 

と
に
か
く
先
生
の
御
上
京
は 

竹
雲
会
の
た
め
に
も
大
き
な
る 

よ
ろ
こ
ひ
と
存
し
上
候 

先
は
右
御
返
事
ま
て
申
上
候 

万
々
は
御
め
も
し
の
上
に
て 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

か
し
こ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

恒
子 

松
井
先
生 

 
 
 

御
も
と
に 

 [

封
筒
表
面
翻
刻] 

埼
玉
県
所
澤
町
上
安
松 一

三
〇
四 

 

鈴
木
様
方 

 

松
井
如
流
先
生 

 
 
 
 
 
 

[

封
筒
裏
面
翻
刻] 

 

四
月
十
五
日 

東
京
都
大
森
馬
込 
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[
翻
刻] 

久
々
御
手
紙
あ
り
か
た
く
存
し
上
候 

お
元
気
に
て
何
よ
り
と
御
よ
ろ
こ
ひ
申
上
候 

い
よ
ゝ
ゝ
御
上
京
に
て
御
勤
務 

先
も
定
ま
り
御
め
て
た
く
存
し
上
候 

御
ち
の
閑
静
な
る
御
生
活
に 

御
心
身
も
御
静
養
に
な
り
し
こ
と
ゝ 

御
察
し
申
居
候
書
道
界
も
そ
ろ
ゝ
ゝ 

動
き
出
し
候
様
子
に
て
ま
づ 

結
構
な
る
こ
と
ゝ
存
し
候 

竹
雲
会
の
皆
々
様
の
御
消
息 

存
し
不
申
候
へ
共
御
元
気
の
こ
と
ゝ 

存
し
居
候
鈴
木
先
生
三
月
頃
の 

お
た
よ
り
に
て
は
勤
務
先
御
多
忙 

に
て
い
つ
こ
に
も
御
無
沙
汰
に 

な
り
が
ち
と
の
御
事
に
て
御
元
気 

ら
し
く
御
見
う
け
申
候
埼
玉
縣 

に
御
寄
寓
に
て
は
東
京
の
方
に 

御
出
向
き
は
何
か
と
御
不
自
由
の
御
事
と 

存
し
上
候
へ
共
御
寸
暇
も
御
座
候
は
ゝ 

一
度
大
森
へ
も
御
こ
し
遊
は
さ 

れ
た
く
御
付
入
候
御
か
け
様
に
て 

宅
は
焼
け
残
り
候
事
は
ま
こ
と
に 

幸
福
な
り
し
こ
と
ゝ
よ
ろ
こ
ひ
居
候 

鈴
木
先
生
も
上
池
上
に
て
あ
ま
り 

遠
か
ら
す
候
ま
ゝ
も
し
御
出
む
き 

の
節
は
お
打
合
せ
い
た
し
て 

鈴
木
先
生
に
も
御
こ
し
願 

は
る
れ
は
都
合
よ
ろ
し
く
と
考
へ
居
候 

二
三
日
前
店
へ
御
立
よ
り
下
さ
れ
候
由 

主
人
申
し
居
候
其
せ
つ
ま
こ
と
に 

御
元
気
な
り
し
事
と
承
り 

よ
ろ
こ
ひ
居
候
ひ
し
事
に
御
座
候 

と
に
か
く
先
生
の
御
上
京
は 

竹
雲
会
の
た
め
に
も
大
き
な
る 

よ
ろ
こ
ひ
と
存
し
上
候 

先
は
右
御
返
事
ま
て
申
上
候 

万
々
は
御
め
も
し
の
上
に
て 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

か
し
こ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

恒
子 

松
井
先
生 

 
 
 

御
も
と
に 

 [

封
筒
表
面
翻
刻] 

埼
玉
県
所
澤
町
上
安
松 一

三
〇
四 

 

鈴
木
様
方 

 
松
井
如
流
先
生 

 
 
 
 
 
 

[

封
筒
裏
面
翻
刻] 

 

四
月
十
五
日 

東
京
都
大
森
馬
込 
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西
一
丁
目
一
五
一
三 

 
 
 

熊
谷
恒
子 

 [

補
考] 

 

消
印
は
見
え
ず
、
書
簡
が
送
ら
れ
た
時
期
は
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
、
文
中
に
「
書
道
界
も
そ

ろ
ゝ
ゝ
動
き
出
し
候
様
子
」
や
「
御
か
け
様
に
て
宅
は
焼
け
残
り
候
事
は
ま
こ
と
に
幸
福
な
り
し

こ
と
ゝ
よ
ろ
こ
ひ
居
候
」
、
「
先
生
の
御
上
京
は
竹
雲
会
の
た
め
に
も
大
き
な
る
よ
ろ
こ
ひ
と
存
し

上
候
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
昭
和
二
十
一
年
の
書
簡
で
あ
る
と
推
察
さ
れ
る
。
戦
後
の
書
道
界
の

再
建
は
、
日
本
書
道
美
術
院
が
昭
和
二
十
年
十
二
月
八
日
の
『
朝
日
新
聞
』
に
全
国
の
「
書
道
家

へ
」
と
い
う
広
告
を
載
せ
た
こ
と
に
始
ま
っ
て
い
る
３

。
第
一
回
日
本
書
道
美
術
院
展
は
昭
和
二 

十
一
年
七
月
二
十
七
日
か
ら
八
月
八
日
の
期
間
に
東
京
都
美
術
館
に
お
い
て
催
さ
れ
、
こ
こ
に
如

流
と
恒
子
は
審
査
員
と
し
て
参
加
し
て
い
る
。「
書
道
界
も
そ
ろ
ゝ
ゝ
動
き
出
し
候
様
子
」
と
は
こ

う
し
た
動
き
を
指
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。 

 

文
中
に
登
場
す
る
「
鈴
木
先
生
」
と
は
、
如
流
が
身
を
寄
せ
た
鈴
木
柳
川
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

こ
こ
か
ら
、
柳
川
と
恒
子
の
間
に
も
書
簡
の
や
り
と
り
と
い
っ
た
交
流
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。 

 

如
流
は
昭
和
二
十
一
年
か
ら
昭
和
二
十
五
年
ま
で
、
柳
川
の
宅
に
仮
住
ま
い
し
た
。
恒
子
は
如

流
の
上
京
を
喜
び
、「
埼
玉
縣
に
御
寄
寓
に
て
は
東
京
の
方
に
御
出
向
き
は
何
か
と
御
不
自
由
の
御

事
と
存
上
候
へ
共
御
寸
暇
も
御
座
候
は
ゝ
一
度
大
森
へ
も
御
こ
し
遊
は
さ
れ
た
く
御
付
入
候
」
と

如
流
の
訪
問
を
願
っ
て
い
る
。 

       

[

資
料
番
号]

 

５ 

 [

裏
面
図
版] 

 

[

消
印]

 

昭
和
二
十
二
年
一
月
二
十
八
日 

 [

種
類]

 

墨
書 

 [

裏
面
翻
刻] 

此
間
は
失
禮
申
上
候
早
速
に
御
座
候
へ
共 

お
寺
の
借
間
の
お
話
昨
日
一
寸
参
り
聞
き 

合
せ
申
候
處
已
に
先
約
あ
り
て
来
月
早
々 

よ
り
入
る
人
あ
り
折
角
な
が
ら
と
の
事
に
て 

こ
と
は
ら
れ
ま
こ
と
に
残
念
に
存
し
候 

へ
と
も
右
の
し
ま
つ
に
て
何
と
も
い
た
し
方 

無
く
何
卒
右
御
承
知
遊
は
さ
れ
た
く 

 

 
 

又
々
心
あ
た
り
た
づ
ね
申
し
て
御
さ
が
し 

申
上
候
と
り
あ
へ
ず
は
が
き
に
て
乍 

失
禮
一
寸
御
返
事
申
上
候 

草
々 

 [

表
面
翻
刻] 

埼
玉
県
所
澤
町
上
安
松 一

三
〇
四 

 

鈴
木
様
方 

 

松
井
如
流
先
生 

 

東
京
大
森
馬
込
西
一
ノ
一
五
一
三 

一
月
二
十
八
日 

熊
谷
恒
子 

 [

補
考] 

 

如
流
が
恒
子
に
寺
の
借
間
の
心
当
た
り
が
な
い
か
尋
ね
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
恒
子
は
文
中

で
希
望
し
て
い
た
寺
に
は
先
約
が
あ
り
、
予
約
が
取
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
謝
罪
し
て
い
る
。
何

の
た
め
に
借
用
し
よ
う
と
し
て
い
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
。 

         

[

資
料
番
号]

 

６ 

 [

裏
面
図
版] 

 

 [

表
面
図
版] 

 

[

消
印]

 

昭
和
二
十
三
年
三
月
二
十
日 
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又
々
心
あ
た
り
た
づ
ね
申
し
て
御
さ
が
し 

申
上
候
と
り
あ
へ
ず
は
が
き
に
て
乍 

失
禮
一
寸
御
返
事
申
上
候 

草
々 

 [

表
面
翻
刻] 

埼
玉
県
所
澤
町
上
安
松 一

三
〇
四 

 

鈴
木
様
方 

 

松
井
如
流
先
生 

 

東
京
大
森
馬
込
西
一
ノ
一
五
一
三 

一
月
二
十
八
日 

熊
谷
恒
子 

 [

補
考] 

 

如
流
が
恒
子
に
寺
の
借
間
の
心
当
た
り
が
な
い
か
尋
ね
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
恒
子
は
文
中

で
希
望
し
て
い
た
寺
に
は
先
約
が
あ
り
、
予
約
が
取
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
謝
罪
し
て
い
る
。
何

の
た
め
に
借
用
し
よ
う
と
し
て
い
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
。 

         

[

資
料
番
号]

 

６ 

 [

裏
面
図
版] 

 

 [

表
面
図
版] 

 

[

消
印]

 

昭
和
二
十
三
年
三
月
二
十
日 
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[
種
類]

 

墨
書 

 [

裏
面
翻
刻] 

朝
聞
書
会
展
の
御
催
し
の
御
招
き 

あ
つ
か
り
有
か
た
く
存
し
ま
し
た
其
後 

御
無
沙
た
申
上
ま
し
た
御
元
気
の
由
に
て 

御
よ
ろ
こ
ひ
申
上
ま
す
久
々
御
目
に
も
か
ゝ
り 

度
と
存
し
上
ま
す
が
ま
だ
あ
ま
り
遠
い 

處
一
人
に
て
は
一
寸
出
歩
き
ま
せ
ん
の
で 

此
度
は
残
念
な
か
ら
失
禮
い
た
し
ま
す 

会
員
皆
々
様
こ
と
に
三
田
様
に
よ
ろ
し
く 

御
つ
た
へ
下
さ
い
ま
せ 

 
 

か
し
こ 

 [

表
面
翻
刻] 

埼
玉
縣
所
澤
町 

上
安
松 

鈴
木
様
方 

松
井
如
流
先
生 

 

大
田
区
馬
込 

西
一
丁
目 

 

熊
谷
恒 

三
月
十
九
日 

   

[

補
考] 

 

こ
こ
に
登
場
す
る
「
朝
聞
書
会
展
」
と
は
如
流
が
主
宰
す
る
書
道
団
体
で
あ
る
朝
聞
書
会
主
催

の
展
覧
会
で
あ
る
。
朝
聞
書
会
展
は
昭
和
十
八
年
か
ら
開
始
さ
れ
、
こ
の
年
は
第
五
回
目
を
記
録

す
る
。
昭
和
十
八
年
に
銀
座
画
廊
で
開
催
さ
れ
た
第
一
回
朝
聞
書
会
展
に
は
賛
助
出
品
と
し
て
恒

子
の
名
前
が
確
認
で
き
る
。
第
五
回
朝
聞
書
会
展
は
如
流
が
所
沢
に
住
ん
で
い
た
こ
と
も
あ
り
、

所
沢
織
物
組
合
事
務
所
に
て
開
催
さ
れ
た
。
恒
子
は
「
あ
ま
り
遠
い
處
一
人
に
て
は
一
寸
出
歩
き

ま
せ
ん
」
と
し
て
展
覧
会
に
赴
け
な
い
旨
を
謝
し
て
い
る
が
、
こ
の
た
め
で
あ
ろ
う
。
書
簡
後
半

に
記
載
さ
れ
て
い
る
「
三
田
様
」
と
は
お
そ
ら
く
如
流
の
門
弟
で
あ
る
三
田
清
白
を
指
す
と
考
え

ら
れ
る
。 

表
面
で
は
、「
若
海
様
」
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
。
前
述
の
通
り
若
海
方
舟
は
昭
和
二
十
年
に

如
流
に
対
し
て
自
身
の
不
調
を
述
べ
て
い
た
が
、
あ
る
い
は
そ
れ
が
続
い
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

ま
た
資
料
番
号
２
～
４
に
も
登
場
す
る
竹
雲
会
の
動
向
に
つ
い
て
尋
ね
て
い
る
が
、
そ
の
詳
細
は

不
明
で
あ
る
。 

             

若
海
様
御
元
気
に
お 

な
り
遊
し
御
同
悦
申
上 

ま
す
竹
雲
会
は 

其
後
い
か
ゝ
な
り
ま
し
た 

か
昨
年
十
月
よ
り 

筆
を
も
つ
た
事
の 

な
い
生
活
で
し
た
が 

お
か
け
樣
に
て
又
々 

筆
か
持
ち
た
く
な
り 

ま
し
た
先
は
御
禮
ま
で 

 

 
 

[

資
料
番
号]

 

７ 

 [

裏
面
図
版] 

 

 [

消
印]

 

昭
和
二
十
三
年
九
月
一
日 

 [

種
類]

 

墨
書 

 [

裏
面
翻
刻] 

本
日
新
聞
紙
上
に
て
日
展
招 

待
作
家
に
先
生
の
御
名
を
拝
し 

う
れ
し
く
存
し
ま
し
た
い
よ
ゝ
ゝ 

筆
硯
御
多
祥
を
御
よ
ろ
こ
び 

申
上
ま
す
何
卒
御
身
体
を 

お
大
事
に
願
ま
す
と
り
あ 

へ
す
御
よ
ろ
こ
ひ
ま
て 

 [

表
面
翻
刻] 

埼
玉
県
所
澤
町
上
安
松 一

三
〇
四 

 

鈴
木
様
方 

 

松
井
如
流
先
生 

 

東
京
大
田
区
馬
込
西
一
丁
め
一
五
一
三 

 

熊
谷
恒
子 

 [

補
考] 

 

書
が
日
展
に
加
入
し
た
の
は
昭
和
二
十
三
年
の
第
四
回
日
展
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
年
の
日
展
に

如
流
は
招
待
作
家
と
し
て
参
加
し
、「
白
居
易 

題
遺
愛
寺
前
渓
松
」
を
出
品
し
て
い
る
。 

 

文
中
に
「
本
日
新
聞
紙
上
に
て
日
展
招
待
作
家
に
先
生
の
御
名
を
拝
し
」
た
と
あ
る
が
、
こ
れ

は
『
毎
日
新
聞
』
東
京
朝
刊
で
あ
る
。
昭
和
二
十
三
年
九
月
一
日
の
同
新
聞
に
は
「
日
展
、
百
五

十
名
に
出
品
委
嘱
」
と
題
し
て
、
他
の
科
の
招
待
作
家
と
同
様
に
第
五
科
（
書
）
の
招
待
作
家
二

十
名
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
恒
子
は
こ
の
記
事
を
目
に
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
早
速
、
如

流
に
葉
書
を
送
り
、「
い
よ
ゝ
ゝ
筆
硯
御
多
祥
を
御
よ
ろ
こ
び
申
上
ま
す
」
と
祝
い
の
言
葉
を
述
べ

て
い
る
。 
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[
資
料
番
号]

 

７ 

 [

裏
面
図
版] 

 

 [

消
印]

 

昭
和
二
十
三
年
九
月
一
日 

 [

種
類]

 

墨
書 

 [

裏
面
翻
刻] 

本
日
新
聞
紙
上
に
て
日
展
招 

待
作
家
に
先
生
の
御
名
を
拝
し 

う
れ
し
く
存
し
ま
し
た
い
よ
ゝ
ゝ 

筆
硯
御
多
祥
を
御
よ
ろ
こ
び 

申
上
ま
す
何
卒
御
身
体
を 

お
大
事
に
願
ま
す
と
り
あ 

へ
す
御
よ
ろ
こ
ひ
ま
て 

 [

表
面
翻
刻] 

埼
玉
県
所
澤
町
上
安
松 一

三
〇
四 

 

鈴
木
様
方 

 

松
井
如
流
先
生 

 

東
京
大
田
区
馬
込
西
一
丁
め
一
五
一
三 

 

熊
谷
恒
子 

 [

補
考] 

 

書
が
日
展
に
加
入
し
た
の
は
昭
和
二
十
三
年
の
第
四
回
日
展
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
年
の
日
展
に

如
流
は
招
待
作
家
と
し
て
参
加
し
、「
白
居
易 

題
遺
愛
寺
前
渓
松
」
を
出
品
し
て
い
る
。 

 

文
中
に
「
本
日
新
聞
紙
上
に
て
日
展
招
待
作
家
に
先
生
の
御
名
を
拝
し
」
た
と
あ
る
が
、
こ
れ

は
『
毎
日
新
聞
』
東
京
朝
刊
で
あ
る
。
昭
和
二
十
三
年
九
月
一
日
の
同
新
聞
に
は
「
日
展
、
百
五

十
名
に
出
品
委
嘱
」
と
題
し
て
、
他
の
科
の
招
待
作
家
と
同
様
に
第
五
科
（
書
）
の
招
待
作
家
二

十
名
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
恒
子
は
こ
の
記
事
を
目
に
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
早
速
、
如

流
に
葉
書
を
送
り
、「
い
よ
ゝ
ゝ
筆
硯
御
多
祥
を
御
よ
ろ
こ
び
申
上
ま
す
」
と
祝
い
の
言
葉
を
述
べ

て
い
る
。 
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[
資
料
番
号]

 

８ 

 [

図
版] 

 

     

[

別
紙
図
版] 

 

 [

消
印]

 

不
明 

 [

種
類]

 

墨
書 

 [

翻
刻] 

此
間
は
失
禮
申
上
候
突
然 

な
か
ら
第
一
銀
行
銀
座 

支
店
に
て
書
を
習
ひ 

た
き
人
々
よ
り
て
書
家 

先
生
の
御
出
張
教
授 

願
ひ
度
先
生
御
紹
介
を 

依
頼
う
け
申
候
ま
ゝ 

と
り
あ
へ
す
松
井
先
生
を
御
推
薦 

い
た
し
お
き
候
處
此
ほ
と 

御
教
授
御
規
約
の
様
な 

も
の
あ
れ
は
頂
き
度
し
と
の 

事
に
御
座
候
二
三
十
人 

 

 
 

ほ
と
の
人
数
の
由
に
御
座
候 

御
さ
し
つ
か
へ
無
之
候
は
ゝ 

御
規
則
書
に
て
も
御
座
候
は
ゝ 

宅
ま
て
御
つ
か
は
し
下
さ
れ
度 

御
多
忙
中
乍
恐 

な
る
へ
く
お
早
く
頂
き
度 

先
は
右
走
筆
な
か
ら 

御
願
申
上
候 

 

万
事
は 

 
 
 
 

又
々 

 
 
 
 
 
 

御
め
も
し
の 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

上
に
て 

二
月
九
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

恒
子 

松
井
如
流
先
生 

 
 
 
 

侍
史 

 

 [

別
紙
翻
刻] 

二
伸 

御
規
則
書
な
と
な
き
場
合
は
た
ゞ 

お
け
い
こ
の
日
時
と
お
月
謝
束
脩
其
他 

の
事
に
て
よ
ろ
し
く
と
存
し
候 

書
は
極
く
初
歩
の
人
々
の
こ
と
に 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

候
様
子
に
御
座
候 

 [

封
筒
表
面
翻
刻] 

埼
玉
県
所
澤
町
上
安
松
一
三
〇
四 

 

鈴
木
様
方 

 

松
井
如
流
先
生 

 
 
 
 
 

侍
史 

 [

封
筒
裏
面
翻
刻] 

 

二
月
九
日 

 
 
 

東
京
都
大
森
馬
込 

西
一
丁
目
一
五
一
三 

 
 
 
 
 

熊
谷
恒
子 

 [

補
考] 

 

本
書
簡
の
消
印
は
見
え
ず
、
時
期
は
不
明
で
あ
る
が
、
宛
先
の
如
流
の
住
所
が
「
所
澤
町
上
安

松
」
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
昭
和
二
十
一
年
か
ら
昭
和
二
十
五
年
の
間
に
送
ら
れ
た
も
の
で
あ

る
こ
と
が
わ
か
る
。
本
書
簡
は
恒
子
が
如
流
に
対
し
て
第
一
銀
行
（
帝
国
銀
行
）
銀
座
支
店
の
出

張
教
授
を
頼
ん
で
い
る
内
容
で
あ
る
。
資
料
番
号
９
で
は
、
こ
れ
に
つ
い
て
の
詳
細
が
語
ら
れ
て

い
る
点
か
ら
本
書
簡
は
そ
の
前
に
位
置
付
け
ら
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、
本
書
簡
は
昭

和
二
十
五
年
の
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。 

第
一
銀
行
は
如
流
が
昭
和
四
年
か
ら
昭
和
二
十
年
ま
で
務
め
た
銀
行
で
あ
る
。
そ
う
し
た
縁
も

あ
っ
て
如
流
に
依
頼
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
し
か
し
、
こ
の
件
に
つ
い
て
、
恒
子
は
資
料
番
号
９

の
書
簡
に
お
い
て
取
り
下
げ
て
い
る
。 
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ほ
と
の
人
数
の
由
に
御
座
候 

御
さ
し
つ
か
へ
無
之
候
は
ゝ 

御
規
則
書
に
て
も
御
座
候
は
ゝ 

宅
ま
て
御
つ
か
は
し
下
さ
れ
度 

御
多
忙
中
乍
恐 

な
る
へ
く
お
早
く
頂
き
度 

先
は
右
走
筆
な
か
ら 

御
願
申
上
候 

 

万
事
は 

 
 
 
 

又
々 

 
 
 
 
 
 

御
め
も
し
の 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

上
に
て 

二
月
九
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

恒
子 

松
井
如
流
先
生 

 
 
 
 

侍
史 

 

 [

別
紙
翻
刻] 

二
伸 

御
規
則
書
な
と
な
き
場
合
は
た
ゞ 

お
け
い
こ
の
日
時
と
お
月
謝
束
脩
其
他 

の
事
に
て
よ
ろ
し
く
と
存
し
候 

書
は
極
く
初
歩
の
人
々
の
こ
と
に 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

候
様
子
に
御
座
候 

 [

封
筒
表
面
翻
刻] 

埼
玉
県
所
澤
町
上
安
松
一
三
〇
四 

 

鈴
木
様
方 

 

松
井
如
流
先
生 

 
 
 
 
 

侍
史 

 [

封
筒
裏
面
翻
刻] 

 

二
月
九
日 

 
 
 

東
京
都
大
森
馬
込 

西
一
丁
目
一
五
一
三 

 
 
 
 
 

熊
谷
恒
子 

 [

補
考] 

 

本
書
簡
の
消
印
は
見
え
ず
、
時
期
は
不
明
で
あ
る
が
、
宛
先
の
如
流
の
住
所
が
「
所
澤
町
上
安

松
」
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
昭
和
二
十
一
年
か
ら
昭
和
二
十
五
年
の
間
に
送
ら
れ
た
も
の
で
あ

る
こ
と
が
わ
か
る
。
本
書
簡
は
恒
子
が
如
流
に
対
し
て
第
一
銀
行
（
帝
国
銀
行
）
銀
座
支
店
の
出

張
教
授
を
頼
ん
で
い
る
内
容
で
あ
る
。
資
料
番
号
９
で
は
、
こ
れ
に
つ
い
て
の
詳
細
が
語
ら
れ
て

い
る
点
か
ら
本
書
簡
は
そ
の
前
に
位
置
付
け
ら
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、
本
書
簡
は
昭

和
二
十
五
年
の
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。 

第
一
銀
行
は
如
流
が
昭
和
四
年
か
ら
昭
和
二
十
年
ま
で
務
め
た
銀
行
で
あ
る
。
そ
う
し
た
縁
も

あ
っ
て
如
流
に
依
頼
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
し
か
し
、
こ
の
件
に
つ
い
て
、
恒
子
は
資
料
番
号
９

の
書
簡
に
お
い
て
取
り
下
げ
て
い
る
。 
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[
資
料
番
号]

 

９ 

 [

図
版] 

 

   

 

 [
消
印]

 

不
明 

 [

種
類]

 
墨
書 

 [

翻
刻] 

書
品
御
見
事
な
る
三
月
号 

 

 
 

あ
り
か
た
く
拝
見
さ
せ
て 

頂
き
あ
つ
く
御
禮
申
上
候 

此
た
ひ
は
か
な
消
息
に
て 

こ
と
に
お
も
し
ろ
く
拝
見
い
た
し
居
候 

御
編
緝
に
は
御
骨
折
の 

こ
と
ゝ
存
し
候
へ
と
も
こ
れ
だ
け 

御
立
派
な
書
誌
出
来
上
り 

ま
こ
と
に
御
努
力
も 

か
ひ
あ
る
こ
と
ゝ
御
同
悦
申
上
候 

あ
ま
り
お
丈
夫
に
て
も
な
き 

御
身
体
御
無
理
な
き
様 

こ
の
み
ち
の
た
め
に 

御
つ
く
し
下
さ
れ
た
く
願
上
候 

先
日
一
寸
お
願
ひ
申
上
候 

第
一
銀
行
書
の
お
け
い
こ 

の
事
昨
日
係
り
の
人
店
に 

参
り
書
の
お
け
い
こ
す
る 

人
々
は
ま
こ
と
に
初
歩
の 

人
々
の
み
に
て
松
井
先
生
で
は 

只
今
の
處
少
々
勿
体
な
い 

も
っ
と
二
流
三
流
の
先
生
を 

た
の
み
ま
す
と
て
帰
り
候
由 

先
生
本
店
に
御
こ
し
遊 

は
す
こ
と
は
承
知
い
た
し
居
候 

由
に
御
座
候
佐
様
の 

こ
と
ゝ
て
何
卒
あ
し
か
ら
ず 

御
承
知
願
上
候 

お
忙
か
し
い
を
り
か
ら 

あ
ま
り
初
歩
の
人
々
の
み
の 

お
け
い
こ
は
ま
こ
と
に
少
々 

勿
体
な
い
こ
と
ゝ
存
し
上
候 

若
い
人
て
あ
ま
り
名
の
な
い 

人
で
結
構
と
の
事
に
て
候 

よ
い
時
候
と
相
成
候 

何
卒
御
身
体
お
大
事
に
願
上
候 

先
は
御
禮
か
た
〳
〵
右
ま
て 

 
 
 
 
 
 
 
 

申
上
候 

 
 
 
 
 
 
 

か
し
こ 

三
月
六
日 

 
 
 
 
 
 
 
 

恒
子 

松
井
如
流
先
生 

 
 
 
 
 

御
も
と
に 

 [

封
筒
表
面
翻
刻] 

埼
玉
県
所
澤
町
上
安
松 一

三
〇
四 

 

鈴
木
様
方 

 

松
井
如
流
先
生 

 
 
 
 

御
も
と
に 

 [

封
筒
裏
面
翻
刻] 

三
月
七
日 
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あ
り
か
た
く
拝
見
さ
せ
て 

頂
き
あ
つ
く
御
禮
申
上
候 

此
た
ひ
は
か
な
消
息
に
て 

こ
と
に
お
も
し
ろ
く
拝
見
い
た
し
居
候 

御
編
緝
に
は
御
骨
折
の 

こ
と
ゝ
存
し
候
へ
と
も
こ
れ
だ
け 

御
立
派
な
書
誌
出
来
上
り 

ま
こ
と
に
御
努
力
も 

か
ひ
あ
る
こ
と
ゝ
御
同
悦
申
上
候 

あ
ま
り
お
丈
夫
に
て
も
な
き 

御
身
体
御
無
理
な
き
様 

こ
の
み
ち
の
た
め
に 

御
つ
く
し
下
さ
れ
た
く
願
上
候 

先
日
一
寸
お
願
ひ
申
上
候 

第
一
銀
行
書
の
お
け
い
こ 

の
事
昨
日
係
り
の
人
店
に 

参
り
書
の
お
け
い
こ
す
る 

人
々
は
ま
こ
と
に
初
歩
の 

人
々
の
み
に
て
松
井
先
生
で
は 

只
今
の
處
少
々
勿
体
な
い 

も
っ
と
二
流
三
流
の
先
生
を 

た
の
み
ま
す
と
て
帰
り
候
由 

先
生
本
店
に
御
こ
し
遊 

は
す
こ
と
は
承
知
い
た
し
居
候 

由
に
御
座
候
佐
様
の 

こ
と
ゝ
て
何
卒
あ
し
か
ら
ず 

御
承
知
願
上
候 

お
忙
か
し
い
を
り
か
ら 

あ
ま
り
初
歩
の
人
々
の
み
の 

お
け
い
こ
は
ま
こ
と
に
少
々 

勿
体
な
い
こ
と
ゝ
存
し
上
候 

若
い
人
て
あ
ま
り
名
の
な
い 

人
で
結
構
と
の
事
に
て
候 

よ
い
時
候
と
相
成
候 

何
卒
御
身
体
お
大
事
に
願
上
候 

先
は
御
禮
か
た
〳
〵
右
ま
て 

 
 
 
 
 
 
 
 

申
上
候 

 
 
 
 
 
 
 

か
し
こ 

三
月
六
日 

 
 
 
 
 
 
 
 

恒
子 

松
井
如
流
先
生 

 
 
 
 
 

御
も
と
に 

 [

封
筒
表
面
翻
刻] 

埼
玉
県
所
澤
町
上
安
松 一

三
〇
四 

 

鈴
木
様
方 

 
松
井
如
流
先
生 

 
 
 
 

御
も
と
に 

 [

封
筒
裏
面
翻
刻] 

三
月
七
日 
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東
京
都
大
森
馬
込 

西
一
丁
目
一
五
一
三 

 
 
 

熊
谷
恒
子 

 [

補
考] 

本
書
簡
に
は
消
印
が
見
え
ず
、
書
か
れ
た
時
期
は
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
、
宛
先
の
住
所
が
「
所

澤
町
上
安
松
」
と
な
っ
て
い
る
点
、
内
容
が
『
書
品
』
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
点
か
ら
昭
和
二
十 

五
年
の
書
簡
と
推
定
さ
れ
る
。
文
中
に
「
書
品
御
見
事
な
る
三
月
号
」
と
あ
る
が
、
『
書
品
』
三 

号
に
お
い
て
「
傳
藤
原
行
成
仮
名
消
息
」
の
特
集
が
組
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
恒
子
の
「
此
た 

ひ
は
か
な
消
息
に
て
こ
と
に
お
も
し
ろ
く
拝
見
い
た
し
居
候
」
と
い
う
発
言
と
も
重
な
る
。 

 

文
中
に
「
第
一
銀
行
書
の
お
け
い
こ
」
に
関
わ
る
内
容
が
書
か
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
資
料
番

号
８
で
触
れ
ら
れ
て
い
た
、
第
一
銀
行
銀
座
支
店
の
出
張
教
授
依
頼
の
件
で
あ
ろ
う
。
前
回
の
書

簡
で
は
如
流
に
出
張
教
授
を
依
頼
し
て
い
た
が
、
係
の
人
が
鳩
居
堂
を
訪
れ
、「
松
井
先
生
で
は
只

今
の
處
少
々
勿
体
な
い
」
と
発
言
し
た
こ
と
に
触
れ
、
「
お
忙
か
し
い
を
り
か
ら
あ
ま
り
初
歩
の

人
々
の
み
の
お
け
い
こ
は
ま
こ
と
に
少
々
勿
体
な
い
こ
と
ゝ
存
上
候
若
い
人
て
あ
ま
り
名
の
な 

い
人
で
結
構
と
の
事
に
て
候
」
と
し
て
依
頼
を
取
り
下
げ
て
い
る
。
当
時
如
流
は
日
展
の
招
待
作

家
に
名
を
連
ね
て
い
る
よ
う
に
、
書
道
界
を
牽
引
す
る
書
家
の
一
人
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
昭
和
二

十
四
年
十
二
月
に
創
刊
さ
れ
た
『
書
品
』
で
編
集
を
務
め
て
お
り
、
多
忙
な
身
の
上
で
あ
っ
た
こ

と
が
想
像
さ
れ
る
。
そ
う
し
た
如
流
の
立
場
を
鑑
み
、
恒
子
は
こ
う
し
た
発
言
に
至
っ
た
の
で
あ

ろ
う
。 

      

[

資
料
番
号]

 

１
０ 

 [

図
版] 

 

 [

消
印]

 

昭
和
四
十
四
年
二
月
二
十
一
日 

 [

種
類]

 

墨
書 

 [
翻
刻] 

突
然
お
電
話
に
て 

ま
こ
と
に
失
礼
申
し
ま
し
た 

住
田
様
は
私
も 

は
し
め
て
拝
顔
い
た
し 

 

 
 

ま
し
た
せ
ひ
先
生
に 

お
願
ひ
い
た
し
て
く
れ
と
の 

こ
と
に
て
御
多
忙
の 

中
ま
こ
と
に
御
迷
惑
様
と
は 

存
し
な
か
ら 

御
ひ
き
う
け
申
し
ま
し
た 

よ
ろ
し
く
お
願
ひ
申
し
ま
す 

い
つ
れ
又
御
め
も
し
の
上 

 
 
 
 
 
 
 

万
々 

 
 

申
し
上
け
ま
す 

 
 
 
 
 
 

右
御
願
ま
て 

 
 
 
 
 
 
 

恒 

松
井
如
流
先
生 

 
 
 
 

御
も
と
に 

 [

封
筒
表
面
翻
刻] 

練
馬
区
関
町
五
ノ
二
三
一 

松
井
如
流
先
生 

 [

封
筒
裏
面
翻
刻] 

 
 

大
田
区
馬
込
西
一
ノ
一
五
一
三 

 
 
 

熊
谷 

恒
子 

二
月
二
十
日 

 [

補
考] 

 

恒
子
は
昭
和
三
十
一
年
に
大
東
文
化
大
学
の
講
師
と
な
り
、
四
十
二
年
に
大
東
文
化
大
学
の
教

授
と
な
っ
て
い
る
。
一
方
、
如
流
は
昭
和
二
十
九
年
に
大
東
文
化
大
学
教
員
に
就
任
、
三
十
一
年

に
は
教
授
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
書
簡
が
交
わ
さ
れ
た
頃
、
如
流
と
恒
子
は
同
僚
と
い
う
間
柄
で

も
あ
っ
た
。 

 

文
中
に
登
場
す
る
「
住
田
様
」
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
が
、
恒
子
は
「
住
田
様
」
に
頼
ま
れ
、

如
流
に
頼
み
ご
と
を
し
た
よ
う
で
あ
る
。
は
じ
め
は
電
話
で
依
頼
し
た
よ
う
で
あ
る
が
、
書
簡
で

再
度
「
よ
ろ
し
く
お
願
ひ
申
し
ま
す
」
と
頼
み
込
ん
で
い
る
。 

 

おお
わわ
りり
にに  

 

こ
こ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
如
流
と
恒
子
の
書
簡
で
の
や
り
取
り
は
、
戦
時
中
に
始
ま
り
、

戦
後
は
昭
和
四
十
年
代
の
も
の
ま
で
遺
っ
て
い
る
。
そ
の
内
容
は
、
資
料
番
号
３
の
よ
う
な
互
い

の
安
否
を
報
告
し
合
う
も
の
や
資
料
番
号
８
の
よ
う
に
恒
子
が
如
流
に
仕
事
を
依
頼
し
て
い
る
も

の
ま
で
多
岐
に
渡
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
書
簡
か
ら
は
両
者
の
親
密
な
関
係
が
窺
え
よ
う
。 

 

こ
れ
ら
の
書
簡
を
概
観
す
る
と
、
そ
こ
に
は
若
海
方
舟
や
竹
雲
会
の
名
称
が
頻
繁
に
登
場
す
る
。

如
流
と
恒
子
、
そ
し
て
方
舟
と
い
う
戦
前
の
所
属
団
体
が
異
な
る
三
人
の
間
に
ど
の
よ
う
な
交
流

が
あ
っ
た
の
か
は
定
か
で
な
い
。
成
田
山
書
道
美
術
館
に
は
如
流
宛
の
方
舟
書
簡
が
三
通
所
蔵
さ

れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
中
に
恒
子
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
も
の
は
な
い
。
三
通
の
書
簡
の
内

容
は
、
如
流
に
対
し
て
訪
問
を
求
め
て
い
る
も
の
が
二
通
あ
り
、
昭
和
二
十
年
頃
に
は
す
で
に
如

流
と
方
舟
の
間
に
は
互
い
の
家
を
行
き
来
す
る
ほ
ど
の
親
交
を
結
ん
で
い
た
様
子
が
窺
え
る
。
一

方
、
恒
子
は
鳩
居
堂
を
営
ん
で
い
た
た
め
、
作
家
と
し
て
の
交
流
の
ほ
か
、
鳩
居
堂
を
介
し
た
交

流
も
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
如
流
と
方
舟
の
交
流
の
背
景
に
は
恒
子
の
存
在
も
あ
っ
た
の
か
も

知
れ
な
い
。 

 

竹
雲
会
に
つ
い
て
は
、
そ
の
詳
細
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
名
称
に
如
流
の
師

で
あ
る
吉
田
苞
竹
の
「
竹
」
が
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
関
係
が
推
察
さ
れ
る
。
竹
雲

会
は
鳩
居
堂
で
展
覧
会
を
開
催
す
る
な
ど
の
活
動
を
行
っ
て
い
た
書
道
団
体
で
あ
る
。
比
田
井
小

琴
が
昭
和
十
九
年
に
如
流
に
対
し
て
竹
雲
会
の
展
覧
会
に
赴
け
な
い
こ
と
を
謝
罪
し
て
い
る
点
、

恒
子
が
竹
雲
会
の
た
め
の
作
品
制
作
を
行
っ
て
い
る
と
発
言
し
て
い
る
点
か
ら
、
竹
雲
会
の
展
覧
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会
に
は
如
流
と
恒
子
の
両
者
が
出
品
し
て
い
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
、

戦
時
中
に
は
す
で
に
両
者
の
親
交
こ
う
し
た
書
道
団
体
の
活
動
を
通
し
て
育
ま
れ
て
い
た
の
で
あ

る
。 

 

昭
和
二
十
七
年
、
恒
子
は
『
書
品
』
誌
上
で
書
簡
に
つ
い
て
の
文
章
を
綴
っ
て
い
る
が
、
そ
の

際
に
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
４

。 

 

彫
刻
の
大
家
、
佐
藤
清
藏
氏
、
油
繪
の
里
見
勝
藏
氏
、
其
他
豐
道
春
海
、
川
村
驥
山
、
片

山
万
年
、
松
井
如
流
、
金
子
鷗
亭
の
諸
先
生
の
見
事
な
手
紙
も
大
切
に
し
て
あ
る
。 

  

如
流
が
恒
子
の
書
簡
を
保
管
し
て
い
た
こ
と
と
同
様
に
、
恒
子
も
ま
た
如
流
の
書
簡
を
大
切
に 

扱
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。 

今
回
紹
介
し
た
書
簡
は
二
人
の
交
流
の
ご
く
一
部
で
し
か
な
い
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
書
簡
か

ら
は
、
戦
前
か
ら
す
で
に
書
家
と
し
て
の
交
流
を
持
ち
、
戦
時
中
に
は
互
い
の
近
況
を
報
告
し
合

い
、
励
ま
し
合
っ
て
い
る
姿
が
み
え
る
。
ま
た
、
戦
後
の
書
壇
の
中
心
を
担
っ
て
い
く
役
目
を
担

っ
た
二
人
の
間
に
は
、
同
じ
毎
日
書
道
展
と
い
う
舞
台
で
活
躍
す
る
作
家
と
し
て
の
交
流
も
あ
っ

た
。
七
歳
差
で
、
性
別
も
異
な
り
、
ま
た
漢
字
作
家
と
仮
名
作
家
と
い
う
違
い
も
あ
っ
た
二
人
だ

が
、
晩
年
に
至
る
ま
で
、
親
交
を
深
め
て
い
た
様
子
が
こ
れ
ら
の
資
料
か
ら
窺
い
知
れ
る
の
で
あ

る
。 

        

注

 

１ 
 
  

松
井
如
流
の
概
要
に
つ
い
て
は
拙
稿
「
成
田
山
書
道
美
術
館
蔵
松
井
如
流
宛
西
川
寧
葉
書

か
ら
み
る
『
書
品
』
編
集
の
断
面
」
『
書
道
学
論
集
』
十
六
号
（
大
東
文
化
大
学
大
学
院

書
道
学
専
攻
院
生
会
、
平
成
三
十
一
年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。 

２ 
 
  

こ
れ
ら
の
書
簡
の
概
要
に
つ
い
て
は
前
掲
注
１
「
成
田
山
書
道
美
術
館
蔵
松
井
如
流
宛
西

川
寧
葉
書
か
ら
み
る
『
書
品
』
編
集
の
断
面
」
を
参
照
さ
れ
た
い
。 

３ 
 
  

「
書
道
家
へ
」『
東
京
朝
日
新
聞
』（
昭
和
二
十
年
十
二
月
八
日
朝
刊
）
四
面
参
照
。 

４ 
 
  

熊
谷
恒
子
「
せ
う
そ
こ
」『
書
品
』
三
十
一
号
（
昭
和
二
十
七
年
）
五
頁
参
照
。 
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